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中国のeコマース市場が急拡⼤しており、今後、物流の重要性が⾼まると考えられます。⽇本や海
外企業も参⼊し、eコマースを牽引役とした中国物流事業は今後も拡⼤すると⾒込まれます。
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eコマース市場の拡⼤を背景に物流需要が⾼まる中国

2017年の中国宅配数は400億個を超える⽔準に
 中国の2017年のeコマース市場は約7.2兆⼈
⺠元（約124兆円*）で前年⽐+39％と好
調に推移し、2010年の約0.5兆⼈⺠元（約9
兆円*）に⽐べ約14倍に拡⼤しました。
eコマース市場の拡⼤にともない宅配数も増加し
ており、2017年は約401億個と2010年の約
23億個から約17倍に拡⼤しました（図表１）。
中国では急速にeコマース市場が成⻑し、物流
も急拡⼤しています。
⽇本の宅配数は2016年度で約40億個であり、
中国は宅配でも巨⼤市場となっています。

 また、中国から海外のインターネット通販サイトを
利⽤する越境eコマースも拡⼤傾向です。越境e
コマースによる中国での宅配数は2010年の約
1.3億個から2017年は約8.4億個に拡⼤しま
した（図表2）。
中国⼈の海外商品に対する需要は⼤きく、例え
ば⽇本の健康⾷品やベビー⽤品などに⼈気があ
ります。
越境eコマースの⽇本からの配送を担うのが佐川
急便、ヤマト運輸などです。その他海外企業で
はマレーシアのKerry Logistics、⽶国のUPS、
FedEX、ドイツのDHLなどが中国市場に参⼊し
ています。
＊為替レートは1⼈⺠元＝17.288円（2017年末）で換算。

※当資料は「アジアリサーチセンター」のレポートを基に作成しています。

（図表1）中国国内の宅配数とeコマース市場の推移
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（出所）中国国家郵政局、CNNICのデータを基に
三井住友アセットマネジメント作成

（図表2）中国の越境eコマース宅配数の推移

（出所）中国国家郵政局のデータを基に三井住友アセット
マネジメント作成

※個別銘柄に⾔及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。
※上記は過去の実績であり、今後の市場環境等を⽰唆あるいは保証するものではありません。


